
函館―札幌59分、
札幌、東京とも直通を
30分おきに
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高
く
評
価
で
き
る

緻
密
な
函
館
市
調
査

　

函
館
市
は
さ
る
３
月
29
日
に

新
幹
線
の
函
館
駅
乗
入
れ
に
関

す
る
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。　

選
挙
公
約
の
柱
と
し
て
い
た
大

泉
潤
市
長
は
、
記
者
会
見
に
て

「
整
備
費
１
６
０
億
円
規
模
で

実
現
可
能
」
と
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
副
社
長
と
道
副
知
事
へ
調
査

結
果
を
報
告
に
訪
れ
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

報
告
書
２
６
０
㌻
と
概
要
版
49

シ
ー
ト
で
は
、
現
状
の
運
行
と

施
設
や
ミ
ニ
新
幹
線
の
前
例
を

乗
入
れ
実
現
は
、
函
館
市
の
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
り
、
観
光

客
が
増
加
し
地
域
経
済
全
体
を

押
し
上
げ
、
市
民
の
意
識
も
変

わ
り
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性

化
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
」
に
全
面
的
に
賛
成
だ
。　
　

　

し
か
し
、
市
調
査
の
本
命
と

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
３
で
も
、
函

館
乗
入
れ
は
札
幌
か
ら
８
本
、

東
京
か
ら
５
本
の
み
だ
。

新函館北斗は、函館乗入れができ、かつ
乗換え全てを便利にできる配線に

函館乗入れは札幌から８本、東京から５本のみ（市発表より）

　

具
体
的
な
ダ
イ
ヤ
案
も
示
さ

れ
、
札
幌
直
通
は
５
時
間
空
く

時
間
帯
も
あ
り
、
東
京
直
通
は

終
日
ほ
ぼ
３
時
間
お
き
だ
。　

　

残
念
な
が
ら
、
せ
っ
か
く
直

通
し
て
も
観
光
に
も
ビ
ジ
ネ
ス

に
も
使
い
勝
手
が
悪
い
。

　

本
記
事
は
ぜ
ひ
と
も
大
泉
市

長
に
も
お
読
み
願
い
た
く
、
市

長
も
想
定
外
の
本
当
に
函
館
の

明
る
い
未
来
を
開
く
新
幹
線
函

館
乗
入
れ
方
策
を
提
案
す
る
。

未
来
の
た
め
新
幹
線

計
画
全
体
見
直
し
を

　

連
載
「
北
海
道
の
鉄
道
を
活

か
そ
う
！
」
第
11
回
（
24
年
３

月
号
）
に
書
い
た
よ
う
に
、
北

海
道
新
幹
線
の
現
在
の
計
画
に

よ
る
札
幌
駅
の
位
置
や
各
駅
の

配
線
（
線
路
と
ホ
ー
ム
の
配
置

等
）
で
は
便
利
な
ダ
イ
ヤ
を
組

め
な
い
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
難
航
で
札
幌

延
伸
が
数
年
遅
れ
る
中
、
計
画

全
体
を
見
直
し
た
い
。
札
幌
は
、

現
計
画
駅
を
札
幌
東
と
し
現
駅

と
の
２
駅
体
制
と
す
る
。
新
幹

線
と
在
来
線
各
方
面
を
対
面
乗

換
え
で
き
る
配
線
と
し
、
短
時

間
で
接
続
す
る
ダ
イ
ヤ
と
す
る
。

　

新
幹
線
の
速
達
が
各
停
を
追

越
す
駅
を
長
万
部
か
ら
新
函
館

北
斗
に
改
め
、
新
函
館
北
斗
は

図
の
配
線
に
改
め
る
。

　

連
載
第
２
回
（
23
年
６
月
号
）

に
書
い
た
貨
物
新
幹
線
は
、
北

海
道
の
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
実
現

し
た
い
。
道
内
―
本
州
の
物
流

を
画
期
的
に
改
善
す
る
と
と
も

に
、
共
用
走
行
区
間
の
速
度
制

限
を
解
除
で
き
る
。

　

新
函
館
北
斗
ま
で
の
早
期
実

入
念
か
つ
正
確
に
調
査
分
析
し
、

ダ
イ
ヤ
案
、
工
事
手
順
、
整
備

費
、
収
支
等
を
具
体
的
に
示
し

て
い
る
。

　

鉄
道
計
画
の
調
査
の
中
に
は
、

鉄
道
の
専
門
的
知
見
を
欠
く
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ

る
中
、
今
回
の
報
告
書
は
高
く

評
価
で
き
る
。

　

冒
頭
に
謳
う
「
新
幹
線
等
の
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共用走行区間の速度制限なし
大宮以北の最高 360km/h に

高速走行の騒音対策に長大な流
線形。付属編成の高速走行しな
い先頭は流線形を最小に

現
に
よ
り
、
新
函
館
北
斗
以
南

の
貨
物
列
車
が
な
く
な
り
、
工

事
間
合
が
大
幅
拡
大
さ
れ
、
工

事
効
率
を
大
幅
向
上
で
き
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
先
に
発
表
し

た
グ
ル
ー
プ
中
期
計
画
２
０
２

６
に
て
「
時
速
３
６
０
㌔
の
実

現
を
追
求
」
と
し
た
。
大
宮
︱

札
幌
の
全
区
間
で
の
時
速
３
６

０
㌔
走
行
に
よ
り
、
東
京
︱
札

幌
３
時
間
44
分
、
新
函
館
北
斗

︱
札
幌
42
分
に
で
き
る
。

  

２
方
面
の
全
列
車
を

  

函
館
乗
り
入
れ
に

　

札
幌
・
東
京
方
面
と
も
速
達

全
て
を
函
館
乗
入
れ
に
し
た
い
。

　

上
図
の
よ
う
に
、
下
り
方
向

は
、
東
京
か
ら
本
編
成
＋
Ａ
付

属
編
成
が
出
発
し
、
新
函
館
北

斗
に
て
函
館
か
ら
先
着
の
Ｂ
付

属
編
成
に
連
結
す
る
。
乗
降
終

了
後
、
Ｂ
付
属
編
成
＋
本
編
成

は
札
幌
へ
、
Ａ
付
属
編
成
は
函

館
へ
同
時
に
出
発
す
る
。
上
り

方
向
は
そ
の
逆
と
す
る
。

　

新
函
館
北
斗
︱
函
館
も
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
函
館

―
札
幌
59
分
、
函
館
︱
東
京
３

時
間
17
分
と
で
き
る
。

　

連
載
第
11
回
に
、
30
分
サ
イ

ク
ル
で
、
１
サ
イ
ク
ル
に
旅
客

速
達
、
各
停
２
本
（
内
１
本
は

倶
知
安
︱
札
幌
）、
貨
物
速
達
、

各
停
の
計
５
本
、
１
時
間
に
10

往
復
の
提
案
を
示
し
た
。
函
館

か
ら
札
幌
・
東
京
直
通
と
も
終

日
30
分
お
き
と
い
う
こ
と
だ
。

　

今
回
の
函
館
市
の
調
査
は
、

市
が
国
と
道
の
若
干
の
補
助
を

仰
ぎ
な
が
ら
負
担
で
き
る
費
用

を
勘
案
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね

た
最
低
限
の
投
資
で
新
幹
線
の

函
館
乗
入
れ
を
実
現
し
よ
う
と

い
う
も
の
だ
。

　

そ
の
た
め
、
複
線
の
函
館
︱

七
飯
は
上
り
線
の
み
を
、
単
線

の
七
飯
︱
新
函
館
北
斗
は
単
線

の
ま
ま
三
線
軌
条
化
す
る
。
乗

入
れ
列
車
同
士
は
途
中
で
行
違

い
で
き
ず
、
本
提
案
の
札
幌
・

東
京
直
通
と
も
30
分
お
き
運
行

は
で
き
な
い
。

  

函
館
の
、
北
海
道
の

  

百
年
先
を
見
通
そ
う

　

連
載
第
７
回
（
23
年
11
月
号
）

に
て
、
い
さ
り
び
鉄
道
の
有
効

な
利
用
促
進
策
と
し
て
、
市
街

地
が
広
が
る
上
磯
ま
で
の
高
頻

度
化
と
多
駅
化
を
提
案
し
た
。　

　

函
館
本
線
沿
い
も
、
函
館
か

ら
新
函
館
北
斗
ま
で
市
街
地
と
、

交
通
が
便
利
に
な
れ
ば
開
発
余

地
の
大
き
い
平
地
が
広
が
る
。

　

せ
っ
か
く
や
る
な
ら
、
札

幌
・
東
京
と
の
ア
ク
セ
ス
を
大

幅
改
善
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
交
通
も
大
幅
改
善
し
た
い
。

　

全
区
間
を
複
線
化
し
、
さ
ら

に
駅
を
１
㎞
お
き
に
設
置
し
、

都
市
鉄
道
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
高
頻
度
運
行
と
す
る
。

　

新
函
館
北
斗
ま
で
の
貨
物
新

幹
線
の
早
期
実
現
で
、
五
稜
郭

︱
新
函
館
北
斗
は
三
線
軌
条
で

な
く
標
準
軌
が
得
策
だ
。
い
さ

り
び
鉄
道
が
乗
入
れ
る
函
館
︱

五
稜
郭
は
三
線
軌
条
と
す
る
。　

　

工
事
の
段
取
り
と
し
て
、
区

間
毎
に
単
線
運
行
と
し
て
昼
間

間
合
を
確
保
し
、
昼
間
施
工
を

基
本
と
し
て
整
備
費
縮
減
と
工

期
短
縮
を
図
る
。

　

本
提
案
の
実
現
に
は
、
函
館

市
調
査
の
１
６
０
億
円
規
模
を

大
幅
に
上
回
り
、
お
そ
ら
く
数

百
億
円
の
半
ば
に
な
る
。

　

函
館
市
主
体
で
負
担
で
き
る

金
額
で
は
な
い
が
、
函
館
の
、

北
海
道
の
１
０
０
年
先
を
見
通

し
て
、
国
費
も
積
極
的
に
投
じ

て
実
行
す
る
価
値
は
高
い
。

　

と
書
く
と
必
ず
「
人
口
減
の

時
代
に
無
駄
な
投
資
」
と
の
反

対
論
が
出
よ
う
。

　

社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所

（
社
人
研
）
の
ニ
ュ
ー
ス
が
繰

返
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
や
政
治

家
・
行
政
関
係
者
を
含
む
日
本

人
の
ほ
ぼ
全
員
が
人
口
減
は
決

定
事
項
と
考
え
て
い
る
が
、
そ

れ
は
誤
解
だ
。

　

社
人
研
の
人
口
推
計
は
、
直

近
の
人
口
動
向
が
今
後
も
継
続

と
仮
定
し
た
場
合
の
計
算
値
だ
。

　

20
年
開
催
の
厚
生
政
策
セ
ミ

ナ
ー
に
て
社
人
研
の
人
口
構
造

研
究
部
長
が
「
交
通
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
大
規
模
施
設
立
地
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
」
と
明
言
し

た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
が
あ
る
。

　

函
館
は
札
幌
よ
り
雪
が
少
な

く
、
道
北
よ
り
暖
か
く
、
首
都

圏
よ
り
涼
し
く
、
平
地
が
広
が

り
、
と
め
ど
な
い
将
来
性
を
持

つ
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
地

域
を
活
性
化
し
人
口
増
と
な
る

こ
と
は
歴
史
が
証
明
済
み
だ
。

函
館
に
て
再
度
証
明
し
た
い
。


